















Planning and Management in a Lifelong Learning System 





















































そして、この壮大な「教育システム」は、生涯教育 ・生涯学習の 「教育 ・学習システム」その
ものであるとも抑えられるから、垂直的統合（縦の学習）、水平的統合（横の学習）、内容的統
合、にわたる理念としての生涯教育 ・生涯学習と、 実態としての生涯教育 ・生涯学習の2つを
包括的に捉えた生涯学習体系確立のための理論と実学による学問研究と教育を行なうことにあ
るのだと解釈したわけである。






















































































































































































































































































































域に根ざした大学づく り、 という両者のギブ ・アン ド・ テイクの関係が微妙な時代背景の中で
共存することに気がついたという点から見ても、部分的 ・限定条件付きではあるが一つの生涯
学習システムであると見ること もできるのではないかと筆者は考えている。
( 3 ）付言すると、受講者総数は71人 （男40、女31）、延べ受講者数は133人で、年齢構成は、
60歳代15人、 50歳代12人、 70歳 ・20歳代11人、 その他不詳で平均年齢は50.2歳であった。職業
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